
中
小
企
業
の
近
未
来
化

第
5
回　

A
I
・
I
o
T

第
5
回　

A
I
・
I
o
T

Ａ
Ｉ
は
何
も
奪
わ
な
い

求
め
ら
れ
る
の
は
変
化
へ
の
適
応
力

中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
な
変
化
の
時
期
に

あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
中
小
企

業
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
考
え
る
上

で
必
要
不
可
欠
な
『
近
未
来

化
』
に
向
け
、
現
実
的
な
未

来
の
変
化
と
そ
の
対
応
に
つ

い
て
三
枝
国
際
特
許
事
務
所

の
中
小
企
業
診
断
士
・
柚
木

正
人
氏
に
聞
い
た
。
最
終
回

は
中
小
企
業
近
未
来
化
に
お

け
る
「
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
」
の

活
用
に
つ
い
て
。

〇
…
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
中

心
と
し
た
近
年
の
社
会
環
境

は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、

こ
れ
ま
で
の

普
通
は
普
通

で
は
な
く
な

る
。
人
の
生

き
方
が
変
わ

れ
ば
ビ
ジ
ネ

ス

も

変

わ

る
。
近
未
来

は
『
同
調
な

き
個
の
時
代
』
で

あ
り
重
要
と
な
る

キ
ー
ワ
ー
ド
は

『
多
様
性
』
だ
。

少
子
高
齢
化
や

核
家
族
化
と
い
っ
た
社
会
の

変
化
に
よ
り
人
の
日
常
は
一

定
不
変
で
は
な
く
な
っ
た
。

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

登
場
と
と
も
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
は
一
方
向
の
情
報

伝
達
で
は
な
く
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
に
よ
る
多
対
多
の
情
報
交

換
に
変
容
し
た
。
現
代
人
が

求
め
て
い
る
の
は
多
様
な
生

き
方
で
あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
で

必
要
と
さ
れ
る
の
は
『
多
種

少
量
生
産
』
や
『
高
付
加
価

値
』
へ
変
化
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。

〇
…
Ａ
Ｉ
が
学
習
す
る
元

と
な
る
の
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
情
報
だ
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
検
索
す
れ
ば
解
決
で

き
る
こ
と
は
、
今
後
Ａ
Ｉ
が

活
用
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ

に
身
体
的
能
力
を
加
え
る
の

が
Ｉ
ｏ
Ｔ
だ
。
Ａ
Ｉ
が
頭
で

あ
り
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
セ
ン
サ
ー
は

目
や
口
、
手
足
と
な
る
。
一

見
、
遠
い
将
来
の
出
来
事
の

よ
う
に
思
う
か
も
し
れ
な
い

が
、
５
Ｇ
通
信
の
普
及
に
よ

り
実
現
は
速
ま
る
。

一
方
、
Ａ
Ｉ
な
ど
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
活
用
そ
の
も
の
が

競
争
優
位
性
を
構
築
す
る
わ

け
で
は
な
い
。
い
か
に
、
高

付
加
価
値
を
プ
ラ
ス
す
る
か

は
、
事
業
の
各
段
階
に
お
け

る
戦
略
が
重
要
で
あ
る
の
は

従
来
通
り
だ
。
『
Ａ
Ｉ
は
仕

事
を
奪
う
』
と
い
う
言
葉
を

耳
に
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、

Ａ
Ｉ
は
何
も
奪
わ
な
い
。
厳

密
に
は
『
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

活
用
す
る
人
や
組
織
』
が
仕

事
や
市
場
を
奪
う
と
い
え

る
。今

後
、
異
業
種
の
連
携
は

ま
す
ま
す
加
速
し
、
『
ブ
ル

ー
オ
ー
シ
ャ
ン
×
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
』
が
競
争
優
位
性
を
構

築
す
る
だ
ろ
う
。
中
小
企
業

に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
『
Ａ

Ｉ
の
開
発
力
』
で
は
な
く
、

『
変
化
へ
の
対
応
力
』
。
企

業
に
と
っ
て
経
営
層
に
デ
ジ

タ
ル
思
考
の
人
材
を
登
用
す

る
こ
と
は
不
可
欠
と
な
る
。

〇
…
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活

用
に
は
効
率
性
が
重
要
。
現

段
階
で
は
大
手
企
業
が
行
う

自
前
の
Ａ
Ｉ
人
材
育
成
は
経

済
資
源
に
限
り
が
あ
る
中
小

企
業
に
は
不
向
き
だ
。
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
持
つ
新
進
企
業

と
独
自
技
術
を
持
つ
中
小
企

業
が
提
携
す
る
『
エ
コ
シ
ス

テ
ム
』
の
構
築
が
近
未
来
に

お
い
て
主
流
に
な
る
だ
ろ

う
。
単
位
当
た
り
の
生
産
コ

ス
ト
を
示
す
限
界
費
用
を
低

減
さ
せ
な
け
れ
ば
、
人
手
不

足
が
進
む
中
小
企
業
が
変
化

す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く

こ
と
は
難
し
い
。

で
は
、
『
現
実
的
な
Ａ

Ｉ
』
と
は
。
例
え
ば
、
中
小

企
業
が
海
外
と
取
引
を
行
う

際
、
国
ご
と
に
多
言
語
に
通

じ
た
人
を
採
用
す
る
こ
と
は

難
し
い
が
、
そ
こ
に
Ａ
Ｉ
機

能
の
あ
る
自
動
翻
訳
機
を
投

入
す
れ
ば
簡
単
に
そ
の
課
題

を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
食
品
業
界
で
も

Ａ
Ｉ
画
像
認
識
機
能
に
よ
る

異
物
混
入
を
検
知
す
る
ロ
ボ

ッ
ト
の
活
用
が
進
む
が
、
Ｉ

ｏ
Ｔ
で
セ
ン
サ
ー
と
デ
ー
タ

を
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
倉
庫
内

の
在
庫
管
理
が
適
切
に
で
き

る
な
ど
、
中
小
企
業
の
人
手

不
足
を
解
消
す
る
際
に
有
効

な
点
が
多
い
。

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
成

功
体
験
を
重
ね
る
と
い
う
挑

戦
は
、
一
見
合
理
的
だ
が
結

果
も
軽
い
。
社
会
を
変
え
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に
手
を

動
か
す
『
緊
張
感
の
あ
る
挑

戦
』
こ
そ
が
進
化
に
つ
な
が

る
だ
ろ
う
。

（
お
わ
り
）

三枝国際特許 事 務 所

中小企業診断士・柚木氏


